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小天鵝芸術団によるショー

　今年は次の７つの重点分野を中心にさまざまな行

事が行われる。いずれの分野も日本の観光業界と密

接にかかわっている。

１（将来の日中関係を担う）

青少年の交流　　　　　　　

　青少年の交流強化は、次世代の日中関係だけでな

く、日中双方の国民感情改善のためにも極めて重要

だ。

２（全国レベルの交流を促進するための）

地方間交流　　　　　　　　　　　　　　

　日中間には現在、数多くの姉妹都市提携がある。

地方レベルでの交流は、草の根交流として相互理解

を促進する上で大いに意義がある。地域経済振興観

点からも、貿易、投資、観光分野などを中心に日中

両国で地方間交流を活性化することは有意義だ。

３（長きにわたる日中間の交流を再確認するための）

文化・スポーツ交流　　　　　　　　　　　　　　

　日中間には長きにわたる文化交流の歴史がある。

伝統文化だけでなく、ポップカルチャー、日本人の

ライフスタイルなど現代日本に関する多面的な情報

や交流機会に接するチャンスを増やすことにより、

新しい日本と日本のイメージを確立し、「等身大」

の対日理解促進に務める。

４（幅広い交流を固めるための）

草の根交流　　　　　　　　　　

　国交正常化後渊濤年にわたって日中間で積み上げら
れてきたさまざまな交流の実績に焦点を当て、それ

らの実績を固めるとともに、淹濤涅淹年を全国的な交流
の１年とし、涅淹年以降の交流をさらに活性化する機
会とする。

５（日中双方の各種文化を実体験する）

観光交流　　　　　　　　　　　　　　

　日中間の観光交流は近年、着実に拡大する傾向に

あったが、東日本大震災などの影響により、海外か

ら日本への観光客が大幅に減少している。観光交流

は歴史、文化、自然、風俗習慣、食文化、も含めた

多面的な相互理解の促進にとって極めて有効なツー

ルであり、経済的な効果も期待できる。

６（新たな経済関係に向けた）

経済交流　　　　　　　　　　

　中国経済の発展、拡大に伴って、日中間の経済関

係にも大きな変化が生じつつある。こうした中でお

互いの経済の実情について相互理解の増進を図り、

日中間で関心の高いテーマ（環境、エネルギー、農

産物貿易など）について交流を深めることは重要だ。

７（東日本大震災の）

被災地支援　　　　　

　東日本大震災に対する支援は最優先課題であり、

風評被害対策、観光促進・復興支援関連事業と、日

中国交正常化渊濤周年記念事業との有機的な連携を図
ることが必要だ。また上述６つの交流において、東

日本大震災からの復興支援の観点、および被災地の

希望を踏まえつつ、可能な限り被災地への支援とな

るようなイベントの実施に努める。
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